
Illustrator 用テンプレートの使い方

←カ
ラーチップをセット

▼テンプレートガイドラインに沿って配置する
フチあり印刷や裁ち落とし印刷などテンプレートラインは

テンプレートによって種類が異なりますので、作成前には

必ず各テンプレートの説明文をお読みください。

配置に誤りがあると印刷が途切れたり、裁ち落としでも

余白が残ったりすることがあります。

▼オモテ面、ウラ面
天地を間違えないように！

▼データはカラーではなくグレースケールで！
印刷データは何色で印刷する場合でも黒１色で作成

してください。

インクの濃淡はデータの黒濃度と比例します。

100％で印刷したい部分はＫ100％で、50％で印刷

したい部分はＫ50％で作成します。

※カラーチップは別ファイルデータ

『インク指示用カラーチップ』から

コピーしてご使用ください。

データの保存は１版１ファイルで！
印刷用のデータは製版データの数に分けて保存してください。

例えばオモテ面２色ウラ面 1色（2c/1c）のデータを作成する場合は全部で 3版分 3ファイル必要です。

それぞれのデータ名にも表裏どちらの面か、インクは何色かを付けて保存してください。

（インクの名前はカラーチップについている略字でもＯＫです）

A4_omote_aka.ai A4_omote_kuro.ai

A4_ura_Ｋ-Ｐ.ai

基本のデータ作成方法などはレトロ印刷ＨＰ
『原稿の作り方』を参照ください。

フォルダにまとめて
圧縮する

※複数件の入稿の場合は必ずフォルダ分けで入稿してください。
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※使用するインクによっては汚れの出方に強弱があります（濃い方が汚れやすいです）

※レトポ、レトポミニなどは予め上記リスクを回避するように面付印刷をしています。

120×190 以上の変形サイズや極端にベタが多い場合はそれでもインク移りなどの汚れが出る場合がございます。

※刷る順やベタ面の濃度を変えることで、汚れを回避できる場合もあります。

仕上がりに不安な点や気になっている事があればご相談ください。

版ズレはランダムに発生します！
印刷のズレは意図的ではなくランダムに起こります。

色数が多いほど印刷機を通す回数が増しますので、ズレ

が大きくなる可能性があります。

印刷を行う際は、データ（原稿）を印刷用に複数面並べた

形で印刷→断裁して仕上げております。デザインや版の配置、

色数によっては下図の様に汚れが出やすい箇所があります。


